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結果次の式の様なもの i集 りであることが明かになっている｡即ち一言で いえば
methylol基を多くもつ低分子量の分子を基本にした集 りである｡＼
? ????

































































しかしこの場合は附加が早 く起 り,縮合は起 り難い0年応 (Ⅰ)が起るより先に
methylol基が多く附いてきて,(a)辛 (6),の化合物ができる,叉 (5)ができると同
時に C4)もできてくるわけである｡これが Resolで更に熱をかけると反応(Ⅰ)の











































夷 鹸 之 部
以上の 目的 を以て実験を始めたのであるが,先ず第1に安定なる乳化状態を得
るに適当な乳化剤を決定しなければならない｡次で乳化剤の添加量の決定,加熱時
間を変化せしめ生成せる樹脂め分子量 ･含脂率 ･粘度 ･硬化時間 ･木材に対する
接着力を測定し,以て乳化状態で反応を継続せしものとしからざるもわとの性質を7
比較し,樹脂化反応の進行の有様を調べた｡一以下順を追って実験方詮及びその結果
を 述 べ る ｡ ､
phenolとformaldehydeとの縮合反応条件は次の如くで, この条件は本実験に
於ては変更せざるものとした｡即ち phenolとformaldehydeとの混合割合はモル





































































･以上の如 くにして調製せる各樹脂の 分 子 量 ,辞剤に対する溶解度,相野粘度,敬
化速度を測定し比較検討 した｡
(1) 分 子 量
精製した樹脂は酵媒としこ氷酪酸を虎vl,汎点降下法にて分 子 量 を 測 定 し た｡ a.
の結果はFig･1･及び Table2にあげたが, これ等の借は夫 々 5 回 測 定 せ る .も の
の平均値である｡ ､




代 り.に ethanol,氷酪酸えの溶解度を測定した｡これは Table3にあげてある｡
Table3Solubility
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せしめ所定の温度にした恒湿 器に入れ時間を小刻みにして deck･glassを取 り出
し,水中吟浸して1晩放置後に於ても不透明自濁せざるものを以て完全硬化したと
見徹し,それの加熱時間を硬化時間とノし考｡各樹脂共含脂率は 65% 前後に亜理し
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要 約
phenolとformaldehyde とを乳化状態にて縮合反応せしめた場合,明らかに樹
脂化は促進される｡乳叱剤として POlyvinylacohoTlを用い,その添加量に応じ七分
子量,此粘摩,硬化速度は大きくなる｡木材に対する接着力は必ずしも良好にはな
らないが,乳化剤1%添加の場合は低温接着に於てその特異性を発揮した｡乳化剤
の添加量は樹脂の諸性質を左右する力を有し,木材接着剤として用いる場合には1
%前後の添加量が適当と考える｡
本研究の目的の一部たる樹脂化促進速硬化性樹脂の生成は達成し得たが,更にそ
の一部たる木材接着剤としての利用には未だ不満の点多き故,今後更に研究を進めで
たく思う｡最後に接着試験に防雪された伊地知節三君に感謝の意を表する｡
